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近年、大気圧非平衡プラズマの医療応用が大きな注目を集めており、世界中において広く研究

がなされている。我々のグループにおいては、AC励起大気圧プラズマ源を用いた医療・バイオ応

用に関する研究を行っており、これまでにプラズマ照射により選択的にがん細胞のアポトーシス

が誘導されることを見出した。このがん細胞の選択殺傷は、細胞に直接プラズマを照射する必要

はなく、プラズマを照射した培養液を細胞に投与することでも、がん細胞にのみ選択的にアポト

ーシスが誘導されることが分かっている[1]。これはプラズマと液体との相互作用により生成され

た活性種により齎された効果であると考えられる。 しかし、液体サンプルへのプラズマ照射では

気液界面での活性種反応に関しては未だ不明な点が多い。そこで本研究では大気圧非平衡 Arプラ

ズマの培養液照射中に気相中で生成される活性種に着目して、その分光計測を行った。 

本研究では、商用周波数の高電圧を利用したAC励起大気圧非平衡Arプラズマ源[2]を使用した。

そして、印加電圧 9 kV、Arガス流量 2 slmの条件で生成されたプラズマを培養液に照射し、気相

中に生成される OH ラジカルの計測をレーザー誘起蛍光（LIF）法により行った。OH ラジカルの

励起には波長 283 nmの色素レーザー光を使用し、波長 310 nm付近に得られる蛍光スペクトルを

分光器によって解析した。Figure 1 に、プラズマ源と培養液液面までの距離（7～12 mm）を変化

させたときに液面直上で計測された OH ラ

ジカルの LIF スペクトルを示す。プラズマ

源から培養液液面までの距離が広がること

によって、急激にスペクトル強度が減少す

ることがわかった。今回の Arプラズマの噴

出し長さは約 7~8 mm 程度あり、プラズマ

内部でのみ OH ラジカルが生成され、距離

を伸ばすことでその液体試料への影響は急

激に減衰するもの考えられる。 
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Fig.1 LIF spectra of OH radical on the surface of 

medium as a function of distance between plasma head 
and medium surface. 
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